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　この本は最近出色のイギリス人論である。

　ここ数年来，外国人による日本およぴ日本

人論がいくつも出版された。外国人が日本を

どう見るかに，われわれは深い関心を持って

いるらしい。イギリスでもイギリスおよぴイ

ギリス人論（イギリス人自身が書いたものも

多い）が盛んに出版される。われわれが外国

人の日本論を気にする原因の一つは，この島

国に長い間孤立して住み，次第に混血を嫌う，

同質の，一家族のような民族集団をつくり上

げてきたために，外国人に対して自分たちの

生活の伝統に強い自信を持ちえないところに

あると思う。ところがイギリス人の揚合は，

むしろ彼らの生活の伝統（それも日本のそれ

よりはるかに短いのだが）に自信があるため

に，イギリス人自身が自らを論じるときは，

他民族に対する優越感に満ちているし，また

外国入が書いたものに対しては，象が自らを

撫でる群盲の話に興じる，というところが，

少なくとも従来はあった。前者の中ではW，

R　Inge：E％8Z㈱4（1926）やH，W。Nevin－

son：ThθE盟45h（1928）やArthurBryant：

丁肋Nα∫唇o甑J　C加瓶o≠87（1934）などが名著

として今日まで読みつがれ，後者の中ではチ

ェコの劇作家Karel　Capekの加惚・sかo辮

E匁8」㈱4（1925）やハンガリー出身の（後イギ

リスに帰化した）GeorgeMikesのHoω∫o

βθα％・4♂招雑（1946）や」．H．Huizingaの

COψ55初％50∫αE％70ρθ㈱¢雑E％8Zα，34な

どがすぐれた本であワた。

　だが最近，そのイギリス人の自信もだいぶ

ゆらいできた。もちろん鋭敏なイギリス人の

中には，すでに19世紀の末には，国力にお

いてドイツやアメリカに追い越されたことを

自覚していた者もいたが，一般の保守的なイ

ギリス人たちが，大英帝国の没落をはっきり

と意識したのは，第2次大戦後，それも厳密

に言えば，ナセルがスエズ運河をイギリスか

ら奪還した1956年以後のことであった。

　そしてその意識が，政治や経済に関する書

物ぱかりでなく，イギリス国民性を論じた本

にも反映してきたのは当然である。今イギリ

スで，気鋭な中堅詩人として認められている

Harry　Guest氏が，数年前に半年ぱかり一

橋大学で英語を教えたことがあった。彼は前

任者のあとを引きついでNevinsonの前述の

本を教えたのだが，ある時，「どうもこの本

を教えるのは照れくさくてね」と言って，困

惑した表情を浮かぺていたのを思い出すので

ある。Nevinsonの本には，“the　Engllsh

gentleman・”を論じた一章があって，“self－

contro1”だとか一‘Fair　Play”の精神だとか，

イギリス紳士の特性が列挙されている。Gen－

tlemanなどはもはや，街角の男性用公衆便

所の入口の表示にしか存在しない，と皮肉を

言われる時代になったのだから，Guest氏が

当惑するのは無理もなかった。おそらく今日

のイギリスの正しい姿を紹介する必要を感じ

たのであろう，彼はヨ物ω加γ1ε彪％4Co％螂γy

（1970，英光社）を日本の学生のために書き残

してイギリスに帰った。この本には「イギリ

ス紳士」という言葉は一度も出てこない。気

負いのない，すこぶる平常な眼が見た，今日

のイギリスの姿が紹介されている。

　今日のような時代には，「イギリス人とは何

か」という間は，以前にもまして重要な意味
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を含んでいる。かつての広大な植民地を失

い，政治的にも経済的にも次第に衰退した

民族の，人間としての真価が今まさに問われ

ているからである。現首相Edward　Heath

氏は1969年にこういう発言をしたことがあ

る。κBritain　may　not　be　a　super－power

compared　with　Amer玉ca　or　Russla，but　we

oHer　the　rest　of　the　world　an　example　of

achievement　through　the　character　of　the

British　people，”と。羨ましいぱかりの自信

である。しかし，イギリス人ほど誤解されや

すい民族はあまりいないかもしれない。冷淡，

偽善者，巧利主義者，美への不感症，といっ

たレッテノレを貼られるかと思えぱ，親切，寛

容　フニア・プレイの精神などを讃える旅行

者もある。au－pair　girlsというものがある。

一au　paガはフランス語でr相互の労力提供に

よる」という意味を含むらしいが，本来はイ

ギリスの中流家庭の娘が，ヨー・ッパ大陸の，

たとえぱフランスの中流家庭に住み込み，い

くらか家事の手伝いをして，その代りその家

族の一員としてフランス語やフランスの風習

を学ぶ機会を与えられる。そして逆にそのフ

ランスの家庭の娘がイギリスのその家庭に住

み込んで英語その他を身につける，といった

仕組である。主としてヨー・ソパ諸国の間で

戦前に広まったのが，最近はヨー・ッパのみ

ならずアメリカや日本からも多数のau－pa圭r

girlSがイギリスに集まってきている。理由の

一つは明らかに国際語としての英語の比重が

増大したことにあろう。現在イギリスには14

力国から約3万人のau－pairgirlsが滞在し

ているという。そして彼女たちを受け入れる

家庭の方も，人手不足ということもあって，

彼女らを女中代りに酷使するむきも多いらし

いo

　彼女たちは何といってもイギリスの中流家

庭に住み込んでいるのだから，それらの家庭

の内情をよく知っているはずである。そこで

彼女たちをいく人か集めてイギリス人を批評

させた本がある。Elaine　Grand：yo％B痂¢5h，

as　the　au－pair　girls　see　us（1970，V㌧アei－

denfeld　and　Nicolson）がそれである。警察

官の親切さや・ンドンの公園ののぴやかさ，

美しさをほめている者もいるが，だいたいは

悪口で，よくもこれだけイギリス人のアラ探

しをしたと思うほど辛辣な本だといっていい。

イギリスの主婦の料理のまずさについて，

“English　women’s　idea　of　a　salad　is　a

plece　of　dead　lettuce，a　blt　of　mashe（1up

beetroot　and　half　a　rotten　tomato．”だと

か，その偽善について，もしイギリス人が

“You　must　drop　in　and　see　us　some　day”

と言ったら，それは「けっして私どもを訪問

して下さいますな」という意味だとか，等々

である。

　この本を一読して私などに納得のいかない

批判が多いのは，彼女たちが20歳前後の，

敏感ではあるが移り気な少女たちであること，

女中代りに酷使されているという憤懸を抱い

ている者が多い，などの理由によるであろう

が，何といっても「大人の国」イギリスのよ

さがこの娘たちにはまだ解らないというのが

大きな理由であろう。偽善はよいことではな

いだろうが，時には人間の関係を潤すことも

ある。ただ偽善にもルールがあって，そのル

ールを知らぬ者はとまどう，ということであ

ろう。

　前置きが長くなったが，そういう意味での

イギリス人の複雑さ，その性格の奥行きの深

さについて，その歴史的，心理的要因を解き

ほぐして説明しつくしているのが，Glynの

ThθBZoo4げαBγ7渉」5h甥α93である。

　この本の叙述は一見軽いタッチである。

‘Pudding　and　Pies’（第6章）とかThe　Drink・

ing　Man　and　his　Image’（第7章）とか‘A



Nice　Cup　of　Tea’（第8章）などの章の題名

からも察せられるように，イギリス人の日常

の食ぺ物や飲み物に対する態度の中に現われ

る彼らの性格を，いかにも酒落た筆致で描い

てみせる。rイギリス人は猫と同じで，物を

食ぺている姿を見られたくないのだ」（p・51）

という言葉があるかと思えば，彼らの好むお

茶について，茶そのものと同じくらい，茶のい

れ方が大切で，r湯が沸騰したらそのヤカンを

ティー・ポットのところへ持っていってはな

らぬ。ティー・ポットをヤカンのところへ運

ぼねぱならぬ」という。イギリス人の性生活

の特徴をヨー・ッパ大陸の諸民族と比較した

‘And　So　to　Bed’ 第12章）もある。

　その他，スポーツや庭づくりを楽しむ彼ら

の姿や，自由に外国へ出かけて，こだわりな

くそこに住みつく放浪癖（Wanderlust）など

も，それぞれ一章を設けて論じているが，読

み進むにつれて，一見軽い見せかけにもかか

わらず，これが容易ならぬ深みを持った本で

あることにわれわれは気がつく。たとえぱ第

一・ 章で大ざっぱにイギリス民族の成立に

ふれたあと，第三章‘The　Cult　of　the　Loser’

でいきなりイギリス国民性の核心に入る。こ

れはr敗者礼讃」とでも訳すぺきか，彼らの

性格の中には根強く「判官びいき」の気持が

あるというのである。南極探険のScottは

その悲壮な最後のゆえに，エヴェレスト登頂

隊よりも長く記憶されるだろうし，第2次大

戦を通じてイギリス人の記憶に鮮かに残って

いるのは，あの壊滅的打撃をこうむったダン

ケルクの撤退だという。毎年11月5日は

Guy　Fawkes’Dayで，イギリス中の子供た

ちが花火をあげて楽しむ。これは1605年カ

トリック教徒のGuy　Fawkesが，国王と国

会議員を爆破しようとして失敗した日だが，

失敗して処刑された点にイギリス人の同情が

集まって今でも記念されるのだという。この
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敗者礼讃の精神は，たしかにイギリス人の

modestyというのか，人中で目立たぬよう

にしている性格と深く結ぴついていると思わ

れる。この一章で，著者が従来のイギリス人

の優越意識をみごとに脱却していることが解

る。ついでながら，わが国には「判官びい

き」という言葉はあっても，一般の国民性と

しては，むしろr巨人・大鵬・卵焼き」の好

きな，事大主義的な面が多分にあると考えら

れるが，どうであろうか。

　au－pairの少女たちがとくに不満に思って

いるらしいイギリス人の冷淡さについて弼

その由来するところが何章かにわたって追求

されている。イギリスの学校教育の基本をな

している，public　schoo1の制度は，大人と

子供を厳然と区別し，厳しい躾を受けていな

い子供はけっして大人になれぬ，という考え

に支えられてきた。こういう教育観，ひいて

は人間観が，独立心の強い個人を育てる反面，

結局は親子の関係を冷淡なものにしてゆき，

それが悪くすると夫婦の問をも冷たくするの

だ，という鋭い指摘がある。10年も20年も

おたがいに一言も口をきかぬ夫婦がいるのだ

そうである（p．133）。そしてその人間同志の

情緒の欠如が，動物への深い愛情の源泉にな

っていることも指摘されている。

　この本を読んでゆくうちに，イギリス特有

のクラブでも，ユーモアの感覚でも，あるい

はミニスカートでも長髪族でも，それらがけ

っして矛盾することなくイギリス人という歴

史的存在の中に共存しうることが，いつの間

にか納得させられる。その説得力は，著者の

知識が，石器時代から1970年へ，またイング

ランドのみならずスコットランドやウェール

ズ，アイルランドの僻地にまで及んでいる乙

と？いくつかの外国にも長く住んでcosmo－

politanの眼を持っている，などのためであ

ろう。イギリス人は大学教育などを今でも重
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要だと考えないとか，知識人（intellectua

ehte）の言論を信用しない（p・112）とかい

う観察は，イギリス人というものがいぜんと

して容易ならざる民族だと考えさせずにはお

かない。最後に，イギリスの最も新しい現象

への，著者のコメントを紹介しておこう。

　「今日のミニスカート，長髪，賭事の流行

は，軽薄であり無責任であり，かつての大国

民の堕落ここにきわまったという印象を外国

人に与えている。しかしこれらは，じつは，

現在と朱来を憂える人ぴとのかぶった，いわ

ぱ道化の仮面ではあるまいか。……イギリス

人は泣くことをしない，後悔や心配で胸を叩

いたり，未来に関して気高い信条を述ぺるこ

ともしないのだ（p．166）。」

　Sir　Anthony　Glynは1922年の生まれ，

名家の出でありEton校を出たあと大学へは

行かず，軍人，工員，ジャーナリストなどい

ろいろな職業を転々とし，今までに伝記

EJ伽・γG加（1955），ThθS吻θ（1966）な

ど7冊の著作がある。

Anthony　Glyn＝ThθBJoo4σαBア∫”訪一

　卿㈱，Hutchinson、1970．328pp，


